
令和７年度の取組と成果及び
今後の取組について



担当 学校教育課
①令和６年能登半島地震からの復旧復興に
ついて

文教施設・文化施設の復旧

１ 小中学校の復旧

令和６年能登半島地震により被災した
小中義務教育学校１２校のうち、特に大
きな被害を受けた宮田小学校以外の学校
は令和６年度末までに復旧を完了した。

宮田小学校の法面復旧工事については、
令和６年８月に着工し、令和７年９月に
関連工事を含めすべてが完了した。

令和６年能登半島地震により被災した文教施設・文化施設につい

て一日も早く安全に利用できるよう復旧を行った。
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２文化・社会教育施設の復旧

担当 文化振興課

災害復旧施設

芸術文化館1

教育文化センター2

加納地域まちづくりセンター3

碁石公民館4

余川公民館5

速川公民館6

明和公民館7

薮田公民館8

仏生寺公民館9

令和７年度繰越

７月３１日完成芸術文化館駐車場等復旧工事1

６月１２日完成教育文化センター駐車場復旧工事2

６月６日入札・契約、３月下旬完成予定加納地域まちづくりセンター体育館復旧工事3

令和６年度完了

教育文化センター受水槽復旧工事1

碁石公民館修繕（上下水道破損、壁クラック等）2

余川公民館修繕（壁クラック等）3

速川公民館修繕（壁クラック等）4

明和公民館修繕（壁クラック等）5

加納地域まちづくりセンター修繕（上下水道館等）6

令和５年度完了

芸術文化館スピーカー等修繕1

教育文化センター給水管破損修繕2

薮田公民館修繕（体育館窓、玄関戸等）3

仏生寺公民館修繕（体育館トップライト等）4

被災した社会教育施設（９施設）の災害復旧工
事は令和７年度末で全ての施設が完了する。
令和７年３月１２日告示により、特定地方公共
団体に氷見市が選定され、公立社会教育施設災
害復旧補助金の対象となり、全施設が選定され
た。
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３スポーツ施設の復旧

令和６年１月１日に発生した能登半島地震の影響により、市内スポーツ３施設において
多数の被害が発生した。震災直後から各施設の早期営業再開や利用者安全確保に向け、災
害復旧工事などを進め、令和７年５月をもって全て完了した。

各施設の災害復旧工事等の内容について、次のとおりである。

●ふれあいスポーツセンター
・５年度 EV前２階床修繕、エントランスガラス修繕、弓道場ガラス修繕
・６年度 貯湯槽配管修繕、２階連絡通路修繕、構内舗装道路復旧工事
・７年度 駐車場復旧工事

●市民プール・トレーニングセンター
・５年度 プール天井修繕、給湯シャワー系配管修繕、器具庫排風機取替修繕
・６年度 プール室内壁修繕、破損ガラスブロック修繕、プール会議室壁雨漏り修繕
・７年度 駐車場復旧工事

●Ｂ＆Ｇ海洋センター
・５年度 体育館給水管修繕工事
・６年度 階段補修工事
・７年度 艇庫駐車場復旧工事

担当 スポーツ振興課
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近年の夏の状況を踏まえ、災害時の指定避難所に指定されてい

る小中学校及び義務教育学校の体育館には、教育環境の改善の面

から、また、災害時における避難所機能を強化し、耐災害性の向

上を図る観点から空調設備の整備が必要である。

現在、国の令和６年度補正予算を活用し、避難者数が最も多

かった避難所である南部中学校体育館への空調設備設置工事を実

施中であり、今後は、部活動等でも使用する中学校の体育館を優

先して整備していく。

担当 学校教育課

避難所の生活環境向上と運営体制強化
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担当 学校教育課

学校給食支援事業

6

（令和７年度）

物価高騰が恒常的に見込まれることから、令和７年４月から小学校(義務教育学校(前期

課程))、中学校(義務教育学校(後期課程))ともに給食費を値上げ（３０円～６０円）したこ

とに伴い、保護者の負担軽減を図るため、改定後の給食１食あたりの単価の１/２を助成

対象：

【市内通学者分】各給食会計へ補助（学校給食センター、湖南小学校、灘浦小学校、

十三中学校、西條中学校）

【市外通学者分】保護者からの申請により学校給食費の1/2を支援

②学校給食費の支援について

予 算 額 ８８，２５８千円
（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）
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担当 学校教育課

学校給食支援事業
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（令和８年度予定）

小学校における国の学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる学校給食費無償化）を実

施するとともに、小学校給食費の基準額超過部分についても全額負担するほか、中学校給

食費を令和７年度の半額補助から全額補助に拡充し、子育て家庭の経済的負担の軽減を図

るもの。

対象：

【市内通学者分】各給食会計へ補助（学校給食センター、湖南小学校、灘浦小学校、

十三中学校、西條中学校）

【市外通学者分】保護者からの申請により、他で補助されない学校給食費を支援

国の小学校のいわゆる学校給食費無償化ではカバーされない部分も支援することによ

り、栄養バランスや量を保った給食を提供し、子育て世帯の経済的負担の軽減や、安心

して子育てのできる環境づくりにつなげていく。

②学校給食費の支援について

予 算 額 １６５，８７１千円
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ８６，３０６千円
給食費負担軽減交付金 ７９，５６５千円



Copyright by himi city

令和元年度に策定した「学校施設の長寿命化計画」に沿い、早急に対応が必要な４校
（窪小学校、北部中学校、比美乃江小学校、西條中学校）について、長寿命化改修工事を
実施するもので、令和５年度に窪小学校（教室棟２棟、いずれも昭和５１年築のＲＣ造３
階建）の基本設計及び実施設計を行った。令和６年度から２年間での工事とし、令和６年
度は仮設校舎の設置と北棟の工事を行い、令和７年度は南棟の工事と仮設校舎の解体及び
撤去を行った。

担当 学校教育課③学校の長寿命化について

背景・経緯

9

令和６年９月〜 １期工事（北棟）︓令和７年４月完工
令和７年４月〜 ２期工事（南棟）︓令和７年１１月完工
令和７年１１月〜 仮設校舎解体・撤去

今後の学校施設の長寿命化事業については、能登半島地震による復旧事業を優先しなけ
ればならなかったことから、次の学校への着手が当時の計画より２年間延期となる見込み
である。

令和７年度

今後の予定



Copyright by himi city

担当 学校教育課
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③学校の長寿命化について

北側棟 南側棟



担当 教育総合センター④ ＩＣＴ教育の取組について

ＩＣＴを活用した授業づくり研修会の開催
講師： 富山大学大学院 教授 長谷川 春生先生

北部中学校

「Excel」…数値を入力し

てグラフを自動で作成→

「PowerPoint」のスライドにグ

ラフを貼り付け、共同編集で解

決方法を入力できた。

第１学年 数学科

「比例と反比例」

上庄小学校

「Teams」…一人一人の

チャネルに写真やコメントを

時系列に記録→電子黒板

で写真を見せながら説明す

ることができた。

第２学年生活科
「わたしたちの野さいばたけ」

比美乃江小学校

「アート・カードアプリ」…画

像を拡大して細部まで詳しく

確認 →感じたことや考えたこ

とを「PowerPoint」のスライドに入

力しながら、鑑賞することができた。

第５学年図画工作科
「HPG（比美乃江ポージングギャラリー
～名画を体でかんSHOW」
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担当 教育総合センター④ ＩＣＴ教育の取組について

ソフト関連企業による研修会

GIGAスク ールサポーターに
よるOutlook やWordの活用

「 eライブラリ アド バンス」 活用研修会
（ eラ イブラ リ の効果的な活用）

「 スマイルネク スト 」 基礎研修会
（ スマイルネク スト の活用を推進）

校務用端末活用研修会

プログラミング教材活用研修会

短時間

オンライン

対 面

体験を通して
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担当 教育総合センター④ ＩＣＴ教育の取組について

情報活用能力の育成に向けた調査・研究（ICT教育推進委員会）

体系表の活用をサポートする動画を作成
→どの学校・学級でも活用しやすくする 13



④ ＩＣＴ教育の取組について 担当 教育総合センター

ハイブリット型交流（上庄・海峰・灘浦小）

 小規模２，３校で合同授業を行うことにより、多様な
見方・考え方に触れたり、コミュニケーション力を
培ったりする。

取組の経緯
・外国語科、道徳科、算数科等での合同学習

・３校合同宿泊学習（５・６年生）

・自己紹介やゲームで交流（１～４年生）

今年度の取組
・宿泊学習に向けたしおりの読み合わせ、グループ活動（５・６年生）

・オンラインでの交流授業（３・４年生）

しおりの読み合わせ（オンライン） グループ活動（対面） オンラインでの交流授業しおりの読み合わせ（オンライン） グループ活動（対面） オンラインでの交流授業
14
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ＩＣＴ活用事例の収集・共有

各校での活用事例を収集、掲載し、共有できた。

④ＩＣＴ教育の取組について 担当 教育総合センター
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「ふるさと氷見を愛し、次代を担う人づくり」

⑤ふるさと教育の取組について 担当 教育総合センター

「ふるさと氷見」の活用

・氷見の歴史、文化、特色等

・二次元コードを挿入し、「ふるさと氷見」HPへ

・地域と連携した各学校の取組の推進

R6.3月 三版

小学３ 年生・ 義務３ 年生～中学３ 年生・ 義務９ 年生

「 社会科」 「 総合的な学習の時間」 等での活用

ふるさ と 教育研修会（ ８ 月）
： 教職員対象

「ふるさと氷見」を活用した

研修のしおりの作成

氷見市立博物館
（ 博物館主査）

柳田布尾山古墳
（ 博物館主査）

ひみラ ボ水族館
（ 文化振興課査）
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担当
教育総合センター⑥学力向上の取組について

令和７年度全国学力・学習状況調査結果より（平均正答率）

・小学６年生・義務６年生は、すべての教科で全国平均正答率を上回り、
中学３年生・義務９年生は、国語、理科で全国平均正答率を上回った。

・小中学校共に、全教科において記述式の問題に課題がみられた。
・「自分によいところがある」「将来の夢や目標を持っている」「人が困っ
ているときは、進んで助けている」「困りごとや不安があるときに先生や
学校にいる大人にいつでも相談できる」など、回答した児童生徒の割
合が、全国・県平均を上回った。

・コンピュータ等のICT機器の活用回数、家庭学習の時間数等に課題が
みられた。

富山県全国氷見市小・義６

６９６７６８国語

６１５８６０算数

６２５７６２理科

富山県全国氷見市中３・義９

５６５４５５国語

５１４８４６数学

５１５～５０３
５１５～
５４５

理科

教科に関する調査の結果より ※中理は、平均IRTスコア（点）※中理は、平均IRTスコア（点）

（％）（％）
（％）（％）
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担当
教育総合センター⑥学力向上の取組について

学力向上に向けた調査・研究（学力向上推進委員会）

「学力向上だより」等での啓発 学 習の 確認 問題 の作 成・ 配布

国語科 算数・数学科

対象：
小学５年生・義務５年生
中学2年生、義務７年生

（
各
１
点
） 

一
、
次
の 

 
 

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

① 

旅
行
の
支
度
。 

② 

無
愛
想
な
表
情
。 

③ 

箇
条
書
き
を
用
い
る
。 

④ 

歩
合
制
の
仕
事
を
探
す
。 

⑤ 

幾
つ
か
の
方
法
。 

 

二
、
次
の 

 
 

線
部
を
漢
字
に
直
し
て
書
き
な
さ
い 

① 

都
会
で
シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
す
る
。 

② 

ト
チ
ュ
ウ
ま
で
考
え
る
。 

③ 

シ
ア
ワ
せ
を
願
う
。 

④ 

ケ
イ
ザ
イ
的
な
建
築
だ
。 

⑤ 

カ
ン
ケ
ツ
に
話
す
。 

 

三
、
次
の
三
字
熟
語
、
四
字
熟
語
の
構
成
を
、
あ
と
の
ア
～
ウ 

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

① 

日
用
品 

 

② 

初
対
面 

 

③ 

経
済
学 

④ 

花
鳥
風
月 

⑤ 

鯨
飲
馬
食 

   
 

組 
 

 

番 

中
学
二
年
生 

国
語
の
確
認
問
題 

⑪ 

氏
名 

 
 

漢
字
・
三
字
以
上
の
熟
語
の
構
成 

 
 

／    
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三 二 一 

⑤ ④ ③ ② ① ⑤ ④ ③ ② ① ⑤ ④ ③ ② ➀ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

せ 

 
 

 
 

 
 

つ
か 

 

 
 

 
 

 
 

ア 

漢
字
一
字
の
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
。 

イ 

漢
字
一
字
の
言
葉
と
二
字
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
。 

ウ 

二
字
熟
語
の
組
み
合
わ
せ
。 
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担当
教育総合センター⑥学力向上の取組について

令和のとやま型教育推進事業（市主体）

教育セミナー海峰小学校
＜算数科＞

・「子供の思いや願いを大切
にした単元構想の工夫「考
えを広めたり深めたりする
ための活用」

・「 考えを分かりやすくまと
め、表現することができる
工夫」「ＩＣＴを活用した振
り返りの累積」

研 究 課 題： 主体的・ 対話的に学びを 深め る 児童生徒の育成
実践研究テーマ ： 問題発見・解決型学習、ICT教育
講 師 ： 岐阜聖徳学園大学 教授 玉置 崇 先生（６・１１月）

大阪市立大空小学校 初代校長 木村 泰子 先生（７月）

灘浦小学校
＜体育科＞

子供が安心して学ぶことが
できる環境づくりや、全ての
子供の居場所づくりの大切
さについて

＜振り返りの様子＞ ＜仲間と 練習する 様子＞ ＜木村 泰子 先生＞19



⑦学校におけるプログラミング教育について

情報活用能力の育成

担当
教育総合センター

Ａ 基本的な操作スキルの習得

B 情報モラルの指導

C プログラミング教育

クラブ活動（４～６年生）

「 コード ・ A・ ピラ ー」
８ つのパーツのつなぎ方
を試行錯誤しながら 動か
し 、 意図した動きになる
よう 工夫する。

「 ルート 」
端末にコード を入力
し 、 スタート と ゴー
ルの場所を決めて、
ロボッ ト を動かす。

「 スコッ ティ ゴー」
画面上のキャラ ク ター
が動かすために、 カー
ド を並べてコード を作
成し 、 端末のカメ ラ で
コード を読み込む。

生活科、総合的な学習の時間（小学校）
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担当
教育総合センター
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プログラミング教材の貸出

個数教材説明写真名称

１４セット

様々な機能を持った「電子タ
グ」。アプリとつなぎ、画面上
に並んだアイコンを動かして
プログラムを作ることができ
る。

MESH（メッシュ）
1

２０セット実物のカードを並べて一連
のコードを作り、タブレットＰ
Ｃのカメラで読み込むと画面
上のキャラクターが動く。

Scottie Go!（スコッティゴー）
スターターセット

2

１０セット
Scottie Go!（スコッティゴー）
フルセット

3

１１個

本体下部のセンサーで紙に
書かれた線をたどって走行
する。進行方向や速度を変
えることもできる。

ozobot（オゾボット）4

8体

８つのパーツで構成された
イモムシ型ロボット。各パー
ツに動き方や音、光等が
コーディングされたおり、並
べた順番で動く。

コード・Ａ・ピラー5

３０個

プログラミング教育向けのマ
イコンボード。光、温度、加
速度、入力スイッチ等が搭
載されており、幅広い使い
方ができる。

micro:bit（マイクロビット）

※来年度追加予定
6

２セット

カラーブロックで形を組み立
て、プログラミングソフトで制
御するロボット教材。ロボッ
トを動かすことで楽しさを実
感できる。

Artec Robo（アーテックロボ）7

各１個

カード、スマートフォン等で
プログラミングを行い、ロ
ボットを自由に動かすこと
ができる。

true true（トゥルートゥ
ルー）

8

mbot（エムボット）9

codey rocky（コーディロッ
キー）

10

１個
ipadに専用パーツをセット
して手作業と連動したプロ
グラミング学習ができる。

coding Awbie（コーディング
アービー）

11

１セット
レゴブロックを使い、モノを
組み立て、ソフトでプログラ
ミングをして動かす。

WeDo（ウィドゥ）12

8セット

実践的なプログラミングを
目に見える形で体験しな
がら、計算的思考スキルを
養うことができる。
30種以上の機能とセン
サー、マグネット式ホワイト
ボード走行機能、長時間
工藤バッテリーを活用した
ユニークな学習を通じて、
プログラミングによってロ
ボットを実際に動かす。

Root（ルート）13

⑦学校におけるプログラミング教育について

プログラミング教材活用研修会



外国語活動・外国語科の授業の充実

ＡＬＴの配置（ＪＥＴプログラムからのＡＬＴ ７名体制）

担当 教育総合センター

外国語教育推進アドバイ
ザーによる指導、助言
稲積 玲子 氏

・授業参観
・ＥＮＧＬＩＳＨセミナー
・プレゼンテーション研修

・ALTの相談

８月～

ＥＮＧＬＩＳＨセミナーの開催

・令和２年度より開催

・小学生の英語でのプレゼン能力

の向上を目指して

・氷見のよさ、特色をPRする内容

令和７年４月～

「ふるさと教材英語版（Ｗｅ Ｌｏｖｅ ＨＩＭＩ !）」の活用

7月 ENGLISHセミナー

⑧外国語教育の取組について

22



⑨いじめ防止対策について 担当 教育総合センター

・ WEBQUを活用した実態把握

・ 研修会等の実施

・ 相談体制の整備

・ 啓発活動 （ネットを介したいじめ等）

・ 関係機関との連携・協力（SSW連絡等会議）

いじめ防止に向けた取組

学校に対する支援

＜ネット対策フォローアップ事業＞
（宮田小・窪小・西條中）

・ 「氷見市いじめ問題対策連絡協議会」

・ 「氷見市いじめ問題専門家委員会」

・教育講演会 大阪大学 名誉教授 小野田 正利 先生

演題「『いじめ防止対策推進法』下で起きている

学校・子供・保護者関係の変容を前にして最も必要なこと」

＜教育講演会＞

23



⑩不登校児童生徒への対応について
担当
教育総合センター

現状・課題 ・全国の不登校児童生徒数は、小・中学校で約３５万人にのぼり、過去最多の状況であ
る。氷見市においても同様に増加傾向にある。

・不登校や不適応で教室に入れない児童生徒の要因は、複雑化・多様化しており、家
庭、学校、関係機関等との連携、支援体制の充実がこれまで以上に求められる。

・令和７年比美乃江小学校に校内教育支援センターを設置し、教育相談員１名を配置
した。不登校・不登校傾向の児童に対して、学習支援や相談支援を日常的に行うこと
により、これまで不登校であった児童の登校日数や教室で授業を受ける回数が増え
た。また、不登校の未然防止にもつながっている。

窪小学校に
校内教育支援センターの設置・
教育相談員１名の配置

対策（ 令和８ 年度予定） 氷見市教育総合センター・教育支援センター「あさひ」

市内小・中・義務教育学校

比美乃江小学校
窪小学校

☆校内教育支援セン
ター設置、常駐する教
育相談員１名の増員

室長１名
教育相談員４名

児童生徒・家庭

★教育相談員
（学校訪問）

★教育相談員・
ＳＳＷ

（家庭訪問）

★教育相談員
（関係機関・ＳＳＷ等
との連携、学校訪問）

24



◎ 校務支援ソフトを活用し、勤務時間管理を一元的に教育委員会で行うとと
もに、超過の多い教職員については月ごとに勤務状況の改善を求めている。ま
た、月100h以上超又は複数月で80h以上の教職員に対しては、校長と相談し、
教育委員会の担当者が面談を行っている。
◎ 今年度から、４月は５日間の新年度準備期間を設け、始業式を遅らせ、教
職員がゆとりをもって学校をスタートできるようにしたことで、４月の超過勤
務時間を減少させることができた。
▲ 今年度中に「業務量管理・健康 確保措置実施計画」を策定し、具体的な指
針を示し、働き方改革を一層推進していく。

担当 学校教育課⑪学校における働き方改革について

出退勤調査の結果

〇 昨年度と比べて、小学校・中学校とも超過勤務時間の平均は減少しており、
特に４月〜６月では全ての月で減少している。
・ 中学校においては超過勤務時間が８０時間以上の教諭が全ての月で減少また
は横ばいとなっている。
・ 小学校・中学校とも４月から６月の超過勤務時間の平均が文部科学省が示す
上限45時間 を上回っていた。

（ｱ）小中学校教諭 R7年度の超過勤務状況

（ｲ）今年度の取組と課題

25



担当
学校教育課⑫中学校部活動の地域展開について

◆氷見市の部活動の状況（令和７年度）

26



担当
学校教育課⑫中学校部活動の地域展開について

◆氷見市の方針

平日の学校部活動は維持し、休日の部活動を地域クラブ活動として地域の指導者にお願い
する併用型を基本に、実施できるところから段階的に取り組む

◆現在の状況、今年度の取組（令和８年１月現在）

・国（スポーツ庁）の「地域クラブ活動への移行に向けた実証事業」を財源に事業を実施
・昨年度から実施している男子バスケットボール、男子バレーボール、男子ソフトテニス、

女子ソフトテニスの４チームに加え、１１月より女子バレーボール（２チーム）開始
・上記チームについて保護者説明会を開催
・中学校入学説明会で令和８年度新１年生および保護者に説明
・現中学１・２年生の保護者へ「休日の学校部活動の地域展開について」の説明資料配布
・「氷見市中学校部活動のあり方検討会」を開始（１１月、２月（予定））

◆令和８年度からの国の取組方針

令和８年度から令和１３年度までを「改革実行期間」として
休日 改革実行期間内に、原則、すべての学校部活動において休日の地域展開等に着手
平日 各種課題を解決しつつ、更なる改革を推進 （まず国において実現可能な活動の

あり方を検証）

◆来年度の取組

・女子バスケットボールの開始
・指導者、団体、学校等と協議し、実施できるところから段階的に取り組む 27
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担当 学校教育課⑬氷見の教育魅力化について

令和７年度の取組

① 教育の魅力化のための協議会や教育イベント等の開催

② 氷見高校生ふるさと活性化事業

③ 中学校及び義務教育学校地域連携事業補助金

④ 氷見高校生海外派遣事業費補助金

教育関係者だけでなく、市内の各種団体や住民が教育や学びについて考える場を設け、

市民の教育に対する関心を高めるとともに、改めて氷見市の教育を考える契機とする。⇒ひみ教育魅力化協議会の開催（３回）、ひみ教育フォーラム2025の開催（１回）

氷見高校が実践する地域協働探究学習『未来講座ＨＩＭＩ学Ⅰ、Ⅱ』における支援⇒地域連携コーディネーターの委託、生徒の考案した事業の実施に係る費用負担等

『総合的な学習の時間』において、地域について深く学び、探究学習を行うための支援⇒地域連携コーディネーターの委託（北部中学校）

※ 令和８年度～ 全中学校及び義務教育学校後期課程で実施予定

山森財団が企画する氷見高校生の海外短期留学事業（シリコンバレー）への補助⇒実施費用の１／６を負担
29



担当 学校教育課⑬氷見の教育魅力化について
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担当 学校教育課⑬氷見の教育魅力化について

教育現場と地域を繋げ、より充実した教育の実現を目指し令和元年度に設立。氷見高
生の資質・能力の向上や地域活性化への意欲の醸成など、将来を担う人材の育成による、
教育面からの魅力化を図る。また、令和２年３月には氷見高校と包括協定を締結して、地
域の方々や市内の事業者とともに、氷見高校の活動を支援してきた。

教育現場と地域を繋げ、より充実した教育の実現を目指し令和元年度に設立。氷見高
生の資質・能力の向上や地域活性化への意欲の醸成など、将来を担う人材の育成による、
教育面からの魅力化を図る。また、令和２年３月には氷見高校と包括協定を締結して、地
域の方々や市内の事業者とともに、氷見高校の活動を支援してきた。

設立の経緯

地域とのかかわりを通し、氷見市の教育の魅力をさらに高めて、小・中・義務教育学校
と高等学校との連携をより一層深めるとともに、本市における各界各層の多様な主体、
関係者等の参画により、幅広く連携することで、本市で育つ子供たちへの継続的な支援
を図ること。

地域とのかかわりを通し、氷見市の教育の魅力をさらに高めて、小・中・義務教育学校
と高等学校との連携をより一層深めるとともに、本市における各界各層の多様な主体、
関係者等の参画により、幅広く連携することで、本市で育つ子供たちへの継続的な支援
を図ること。

富山大学教育学部、氷見高等学校、氷見市自治振興委員連合会、氷見商工会議所、氷見
公共職業安定所、氷見市農業協同組合、市企画政策部長、氷見市教育委員会事務局次長、
教育総合センター所長

富山大学教育学部、氷見高等学校、氷見市自治振興委員連合会、氷見商工会議所、氷見
公共職業安定所、氷見市農業協同組合、市企画政策部長、氷見市教育委員会事務局次長、
教育総合センター所長

目 的

委 員

・氷見高校の地域連携学習「未来講座ＨＩＭＩ学」への支援について
・小・中・義務教育学校と氷見高校の連携について
・教育フォーラムや講演会、講座などの開催について

・氷見高校の地域連携学習「未来講座ＨＩＭＩ学」への支援について
・小・中・義務教育学校と氷見高校の連携について
・教育フォーラムや講演会、講座などの開催について

主な議題

ひみ教育魅力化協議会について
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本市では、令和３年度に「第３期教育振興基本計画（計画年度：令和４年度～
令和８年度）」を策定し、氷見市の実情に合った教育施策を推進している。この
計画は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第1条の3第1項の氷見
市教育大綱として位置付けている。令和８年度には、国・県等が進める教育基本
方針に照らし、第９次氷見市総合計画後期基本計画との整合性を図りながら「第
４期教育振興基本計画 」を策定する。

⑭第４期氷見市教育振興基本計画について 担当 学校教育課

計画策定

内 容

この計画は、氷見市教育委員会に関連する施策全体を網羅した計画であり、氷
見市の教育行政推進の基本となる計画である。

○計画期間 令和９年度～令和13年度（5年間）
〇策定根拠 教育基本法第17条第2項
〇これまでの計画

第１期 平成24年度～平成29年度（６年間）
第２期 平成30年度～令和 ３年度（4年間）
第３期 令和 ４年度～令和 ８年度（5年間）
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平成３０年度から、市立学校の夏季休業期間を変更して年間授業日数を増やし、弾力的な教育課程を

編成することで、学力の向上や豊かな教育活動の展開を図ってきた。
その後、コロナ禍を経て、各学校においては、従前の教育活動を見直すことにより、国が示す標準授

業時数を十分に確保できるようになった。
また、学習指導要領の確実な実施とともに、児童生徒用タブレット端末などのＩＣＴを活用した学び

の充実も進んでいる。
こうした中、昨今の猛暑を受け、学習活動中や登下校時の児童生徒の健康安全を守るための熱中症等

の対策が必要となってきている。
これらのことを踏まえ、令和８年度から市立学校の夏季休業日を見直しを行いたいと考えている。

⑮市立学校の夏季休業日の見直しについて 担当 学校教育課

計画策定

対象校 市立学校全１４学校（小学校９校、中学校１校、義務教育学校１校）

現行 ７月２５日から８月２６日まで

見直し後 ７月２５日から８月３１日まで（５日延長）

・富山県の真夏日と猛暑日の日数を令和２年と令和７年で比べると、
真夏日は５６日から８５日に増加（約１．５倍）、猛暑日は１４日
から２９日に増加（約２倍）しているため

・特に小学校の低学年が下校する午後２時から３時頃までは、１日
のうちで最も気温が高い時間帯であり、徒歩帰宅児童にとっては、
熱中症のリスクが高く、危険であるため

33
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担当 文化振興課⑯少年補導の状況について
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不良行為少年の補導人員の推移（氷見警察署 管内）

本市の青少年健全育成の取組
○青少年育成氷見市民会議と連携した事業の実施

・会員団体（小・中・高校長及びPTA、少年補導員連絡協議会、保護司会、青年会議所、児童
クラブ連盟、ユネスコ協会、ボーイスカウト、主任児童委員、婦人会 等）

・非行防止標語の募集とPR、写生画コンクールinひみラボの開催、氷見市青少年意見発表大会
の開催、「とやま県民家庭の日」作品コンクールへの出品の依頼、あいさつ運動の実施等

○氷見市少年補導員連絡協議会（市民から2２名を少年補導委員に委嘱）による補導活動
・通常補導（隔週金曜日に市内スーパー、コンビニ、書店を巡回）
・特別補導（祇園祭り、ごんごん祭り、ひみまつり、夏休み時の夜間補導） 等

※夜間の巡回補導活動をしても、声掛けをする機会がほとんどないことに加え、不穏な状況を見つ
けて警察へ通報する事案がここ数年ないことから、氷見市少年補導センターは令和7年度末で廃止
とし、少年補導委員の委嘱２２名は今後行わない。今後は氷見警察署が委嘱する少年補導員３０名
（内２２名はこれまで市と重複）が巡回補導活動を行う。 34



担当 文化振興課⑰芸術文化館の利用状況について

35

施設利用状況

計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

3117240225229259299301266285303288235187件
数R

6 169,6246,9475,0796,3808,34341,17610,3216,41831,74418,6816,86822,2945,373人
数

2,430273307294242259248277323207件
数R

7 109,8595,3678,02711,0955,56634,4319,6558,40515,92711,386人
数

計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

229181512122024142627183112件
数

R
6

102,7994,5072,5293,9485,5095,1207,3643,22928,41716,1763,99618,9593,045人
数

74％69%65%52%50％80％96％58％87％93％69％100％48％
稼
働
率

14611162413271517167件
数

R
7

80,5172,4835,5298,0713,29132,1236,3725,41513,2034,030人
数

63%46%67%96%52%90%60%65%59%28%
稼
働
率

うちホール利用状況



担当 文化振興課

36

アウトリーチ活動等

13回開催（予定）芸術家を学校や福祉施設に派遣し、体験型のコンサートや講座を実施アウトリーチ活動推進事業

主催公演等の状況

備 考（チケット代など）入込率公演日公 演 名

無料（4,200人）4/26(土)・27（日）クロワッサンサーカス

ダイナミックシート6,000円、芝4,800円、
1階いす4,800円、2階いす3,000円（10,038人）

5/3(土・祝)～
5/6(火・振）

DINO-A-LIVE 超恐竜体験 in 氷見

一般6,500円、高校生以下2,500円80％超5/31(土)丘みどりコンサート

大人1,500円、小中学生1,000円、
未就学児500円（35,610人）

7/25（金)～
8/20（水）

氷見大恐竜博

一般5,500円、高校生以下2,500円85%超9/23(火・祝)石丸幹二コンサート with クリヤ・マコト

無料85%超10/12(日)国際音楽交歓コンサート2025

一般4,500円、高校生以下1,500円95%超10/13(月・祝)志の輔らくご ブリリアント４

一般9,800円、高校生以下3,500円95%超11/9(日)佐渡裕指揮シエナ・ウインド・オーケストラ演奏会

スタンディング7,800円、ファミリー
席8,300円、高校生以下2,500円（1,881人）11/22(土)モーニング娘。’25 コンサートツアー

一般3,500円、高校生以下1,000円60％超1/12（月・祝）松田理奈ニューイヤーコンサート

一般9,800円、高校生以下3,500円95％超1/27（火）ディズニープリンセス - ザ・コンサート

⑰芸術文化館の利用状況について

36



担当 文化振興課

37

事業概要

⑱教育文化センター機能強化推進事業に
ついて

教育文化センターの耐震補強、空調改修、長寿命化が喫緊の課題となる中で、施設の
現状の把握と、市民ニーズや社会的要請に応じた利用環境の整備に必要な工事内容
の検討を行う。

また、教育文化センターを、楽しみながら、集い、学ぶことができる複合施設として、そし
て、市に対する誇りと愛着を育む「ふるさと教育」を推進する施設として活用するプログ
ラムを構築するなど、ソフト面についても機能強化を図る。

これらの検討にあたっては、ワークショップを開催し、若者をはじめとする利用者や地域
住民との意見交換を行いながら進めていく。

背 景

竣工から４３年が経過し、老朽化が著しい氷見市教育文化センターの機能強化を図る
ための施設・設備の改修等について検討を行うもの。



⑲図書館サービスの充実について 担当 図書館

38

単位（人、冊）

貸出冊数貸出者数（複数回の利用を含む）年度別

合計その他ＡＶ雑誌児童書一般書合計その他小児合計幼児小学生大人合計中学生高校生一般日数4～12月計

121,588121,0614,44854,79761,27028,1243,0902,4219331,48822,61329415022,169227R7年度

121,022117104,52153,08562,69525,1222,7392,1058451,26020,27823817619,864223R6年度

5661351△ 731,712△ 1,4253,002351316882282,33556△ 262,3054増減

・ 超高齢社会の到来や人口減少、地域のつながりの希薄化など、社会状況が変化し、市民ニーズも多様化し

ている。

・ 地域の中で図書館の機能を最大限に発揮し、「学びと活動を通じたつながりづくり」の役割を果たすため、蔵

書の整備・収集・提供を適正に行い、また、ＩＣＴ時代に対応した図書館サービスを行うなどしてで貸出者数・

貸出冊数の増を図り、市民サービスの向上に努めなければならない。

事業概要

現状と課題

人口減少が進んでいくなかで、来館者増・利用者増を図る取組

・ 図書企画展示 年間約１５０回展示（一般開架室、児童図書室、電子図書館）

・ イベント開催：クレヨンアート、無料上映会（映画、親子向けアニメ）、クリスマス会、こどもフェスティバルなど

・ ホームページ、広報ひみ、フェイスブック等による情報発信、広報活動

・電子図書の利用促進（オーディオブックの購入） ・移動図書館車による巡回（５３か所）

図書館利用状況



「氷見市文化財保存活用地域計画」の策定を、令和７年度より４か年の国庫補助事業と
して実施する。初年度は文化庁との協議を行うとともに、氷見市文化財保存活用地域計画
作成協議会を立ち上げ、市内の未指定文化財等の把握とその調査を実施する。

⑳文化財保存活用地域計画の作成について 担当 博物館

事業概要

事業のスケジュール

○令和７年度
・文化庁担当者ヒアリングおよび氷見市文化財保存活用地域計画作成協議会の実施
・市内文化財の現状把握と情報収集および市民意識調査アンケートの実施
・地域計画素案作成

○令和８年度
・文化財に関するワークショップの開催および市内文化財の現状把握と情報収集
・地域計画素案作成

○令和９年度
・文化財に関するワークショップの開催および市内文化財の現状把握と情報収集
・地域計画素案作成

○令和１０年度
・素案の修正および氷見市文化財審議会の意見聴取
・議会・教育委員会等報告、パブリックコメント実施、認定申請準備

○令和１１年度
・認定申請、令和１１年度７月認定（目標） 39



担当 スポーツ振興課
㉑スポーツを通じた地域活性化の取組につ
いて

スポーツを通じた地域活性化の主な取組（令和8年１月現在）

１ 地域を活性化させるスポーツイベントの開催

（１）氷見キトキトウオーキングの開催
・１０月２６日（日） に、第２１回氷見キトキトウオーキングを開催（参加者：４０７名）

氷見市芸術文化館を会場に初めて開催し、北は北海道、南は福岡県と全国各地から参加者が集まり、参加者の最高

齢は８７歳であった

（２）ハンぎょボール大会の開催
・１０月１９日（日） スポーツ健康まつりでハンぎょボール大会を開催（参加者：１５０名）

（３）春の全国中学生ハンドボール選手権大会の開催
・３月２５日～２９日に第２１回春の全国中学生ハンドボール選手権大会を開催します

県代表（男子：西條 女子：十三・南部） 開催地代表（男子：北部 女子：北部） 振興枠代表（男子：ターミガンズ 女子：ターミガンズ）

第２１回氷見キトキトウオーキングの様子 第２０回春中ハンド開始式での特別表彰の様子ハンぎょボール大会の様子（スポーツ健康まつり）

40



２ スポーツと関わる機会の創出

（１）リーグＨ 富山ドリームスのホームゲーム開催
・ハンドボール国内トップリーグの富山ドリームスのホームゲーム開催（観衆：約１，０００名×３回）

（２）世界少年野球推進財団による親子野球教室の開催
・６月２１日（日）に中畑清氏を招き年中～小学校低学年を対象に「親子野球教室」を開催（参加者：１６０名）

３ スポーツ交流及び関係人口の創出

（１）スポーツ合宿の誘致・受け入れ
・法政大学応援団（応援リーダー、チアリーディング、吹奏楽）総勢１２０名が氷見市で合宿を行った

（２）ゆるスポーツ「ハンぎょボール」による交流
・市内外でゆるスポーツ「ハンぎょボール」による交流を行った。（１２回 ８３６名）

富山ドリームスのホームゲーム開催（ふれスポ） 中畑清氏による親子野球教室の様子（氷見運動公園野球場）

法政大学応援団がふれあいスポーツセンター合同練習する様子（応援リーダー、チアリーディング、吹奏楽） ハンぎょボールで２００名が交流（東久留米市にて）
41



Copyright by himi city

開設から２６年が経過しているふれあいスポーツセンターについて、個別施設計画に基
づいた修繕、改修を行うことで、施設の長寿命化を図る。令和８年度から令和９年度にか
けては、屋根（天井）の腐食部分の改修と浸水を防ぐ屋根全体の防水工事などの屋根改修
工事を行う。工事に当たっては、利用者の安全を確保するとともに、利用者への影響が最
小限になるよう施工計画を検討する。
令和８年度中の工事については、ふれあいスポーツセンターアリーナの利用には影響の

ない見通しであるが、駐車場や芝生広場の一部が利用を制限する可能性がある。令和９年
度工事については、サブアリーナが一定期間で利用できなくなる見通である。

担当 スポーツ振興課㉒ふれあいスポーツセンターの長寿命化について

背景・経緯

令和７年度 実施設計（工事費及び工事スケジュール）

令和８〜９年度の継続費を設定
・令和８年度 １期工事 屋根防水工事（中央部分）を実施
・令和９年度 ２期工事 木工事、屋根防水工事（両端部分）を実施
工事期間 〜令和９年１１月まで（予定）

令和７年度

今後の予定
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Copyright by himi city

●改修工事のスケジュール
・費用の平準化と工期の確保のため、工期を２期に分割し、２カ年で行う
・令和６年度：基本設計、令和７年度：実施設計、令和８年度～９年度：本工事実施

令和7年度
実施設計

令和８年度
１期工事
防水工事

令和９年度
２期工事

木工事、防水工事

担当 スポーツ振興課ふれあいスポーツセンターの長寿命化について
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Copyright by himi city

●防水工事について

防水工事にあたっては、一部の防水では効果が限定的かつ屋根としての保証（１０年間）も適

用することができないこと、ふれあいスポーツセンター屋根の防水機能自体が建築当初から２６

年が経過しているため防水機能が低下していることから、全面の防水工事が必要である。

現在防水層を担っている金属屋根の
接合部分（縦ハゼ）が漏水を起こして
いるとみられるため、断熱材で隙間を
埋めたうえで、アスファルト防水を行う

担当 スポーツ振興課ふれあいスポーツセンターの長寿命化について
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Copyright by himi city

●木工事について（R９年度実施予定）

・腐朽した屋根板、根太、小梁、大梁の一部を置き換える。

・施工範囲は軒先から５ｍ程度、金属屋根を撤去して内部木材の工事を行う。

担当 スポーツ振興課ふれあいスポーツセンターの長寿命化について
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比美乃江小学校に併設されている氷見市民柔剣道場練修館（昭和５１年築）は、
平成25年に実施した耐震診断にて不適合となっており、現在は体育施設として
利用されていない。
また、建築物としての劣化が進んでおり、震災後には天井材の剥離や周辺の隆

起などの影響がみられ、その後の大雨でも入り口部の天井が落下するなど、構造
の劣化が進んでおり危険な状態である。加えて、建築時期からアスベストの利用
がされている可能性が高いと判断するため解体する。
解体後の跡地は舗装して、スクールバスの駐車場などに利用される予定である。

担当 スポーツ振興課㉓体育施設解体事業について

背景・経緯

令和８年４月 入札（設計委託）
６月〜７月 設計委託（アスベスト調査含む）
８月 入札（解体工事、舗装工事）
９月〜 解体工事→舗装工事

令和９年２月まで 完了

今後の予定
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担当 スポーツ振興課体育施設解体事業について

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月4月

調査・設計

解体・舗装工事（6ヵ月）

入
札 入

札
工期はアスベストの含有率によっ
て変動する。最大で６ヵ月を見込む

解体工事スケジュール
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